
概念
Trident
NetApp
January 14, 2026

This PDF was generated from https://docs.netapp.com/ja-jp/trident-2410/trident-
concepts/provisioning.html on January 14, 2026. Always check docs.netapp.com for the latest.



目次

概念 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

プロビジョニング . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

ストレージクラスの関連付け . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

ボリュームの作成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

ボリューム Snapshot . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

ボリュームSnapshotの作成方法について説明します . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

仮想プール . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  2

仮想プールについて説明します. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  2

ボリュームアクセスグループ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  4

ボリュームアクセスグループについて学習する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  4



概念

プロビジョニング

Tridentでのプロビジョニングには2つのフェーズがあります。最初のフェーズでは、スト
レージクラスを適切なバックエンドストレージプールのセットに関連付け、プロビジョ
ニング前の必要な準備として実行します。2番目のフェーズではボリュームの作成自体が
行われ、保留状態のボリュームのストレージクラスに関連付けられたストレージプール
の中からストレージプールを選択する必要があります。

ストレージクラスの関連付け

バックエンドストレージプールをストレージクラスに関連付けるには、ストレージクラスの要求された属性

と、 additionalStoragePools`の `excludeStoragePools`リストの両方が `storagePools`必要

です。ストレージクラスを作成すると、 Trident はバックエンドごとに提供される属性とプールを、スト
レージクラスから要求された属性とプールと比較します。ストレージプールの属性および名前が要求されたす

べての属性およびプール名と一致すると、Tridentはそのストレージクラスに適した一連のストレージプー

ルにそのストレージプールを追加します。さらに、Tridentは、リストに表示されているすべてのストレー

ジプールをそのセットに追加します `additionalStoragePools。これは、ストレージクラスの要求され
た属性のすべてまたはいずれかを属性が満たさない場合でも同様です。このリストを使用して、ストレージク
ラスでのストレージプールの使用を無効にしたり削除したりする必要があり `excludeStoragePools`ま
す。Tridentでは、新しいバックエンドを追加するたびに同様のプロセスが実行され、そのストレージプールが
既存のストレージクラスのストレージクラスを満たしているかどうかがチェックされ、除外としてマークされ
ているものは削除されます。

ボリュームの作成

Tridentでは、ストレージクラスとストレージプールの関連付けを使用して、ボリュームのプロビジョニング先
を決定します。ボリュームを作成すると、Tridentはまずそのボリュームのストレージクラスに対応する一連の
ストレージプールを取得します。ボリュームにプロトコルを指定すると、要求されたプロトコルを提供できな
いストレージプールはTridentによって削除されます（たとえば、NetApp HCI / SolidFireバックエンドではフ
ァイルベースのボリュームを提供できず、ONTAP NASバックエンドではブロックベースのボリュームを提供
できません）。Tridentは、この結果セットの順序をランダム化してボリュームを均等に分散し、その順序を繰
り返して各ストレージプールでボリュームのプロビジョニングを試みます。成功した場合は正常に返され、プ
ロセスで発生したエラーが記録されます。Tridentは、要求されたストレージクラスとプロトコルで使用可能
な*すべての*ストレージプールでのプロビジョニングに失敗した場合にのみ、エラー*を返します。

ボリューム Snapshot

Tridentがドライバのボリュームスナップショットを作成する方法の詳細については、こ
ちらを参照してください。

ボリュームSnapshotの作成方法について説明します

• ontap-san、、、 gcp-cvs `azure-netapp-files`ドライバの場合、 `ontap-nas`各永続ボリューム（PV）
はFlexVolにマッピングされます。その結果、ボリューム Snapshot はネットアップ Snapshot として作成
されます。NetAppのスナップショット・テクノロジーは’競合するスナップショット・テクノロジーより
も安定性’拡張性’リカバリ性’パフォーマンスを提供しますSnapshot コピーは、作成時とストレージスペー
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スの両方で非常に効率的です。

• ドライバの場合 ontap-nas-flexgroup、各永続ボリューム（PV）はFlexGroupにマッピングされま
す。その結果、ボリューム Snapshot は NetApp FlexGroup Snapshot として作成されます。NetAppのス
ナップショット・テクノロジーは’競合するスナップショット・テクノロジーよりも安定性’拡張性’リカバ
リ性’パフォーマンスを提供しますSnapshot コピーは、作成時とストレージスペースの両方で非常に効率
的です。

• ドライバの場合 ontap-san-economy、PVSは共有FlexVolに作成されたLUNにマッピングされま
す。PVS のボリューム Snapshot は、関連付けられた LUN の FlexClone を実行することで実現されま
す。ONTAP FlexCloneテクノロジを使用すると、大規模なデータセットのコピーをほぼ瞬時に作成できま
す。コピーと親でデータブロックが共有されるため、メタデータに必要な分しかストレージは消費されま
せん。

• ドライバの場合 solidfire-san、各PVは、NetApp Elementソフトウェア/ NetApp HCIクラスタ上に作
成されたLUNにマッピングされます。ボリューム Snapshot は、基盤となる LUN の Element Snapshot で
表されます。これらの Snapshot はポイントインタイムコピーであり、消費するシステムリソースとスペ
ースはごくわずかです。

• ドライバと `ontap-san`ドライバを使用する場合、 `ontap-nas`ONTAPスナップショットはFlexVolのポイ
ントインタイムコピーであり、FlexVol自体のスペースを消費します。その結果、ボリューム内の書き込み
可能なスペースが、 Snapshot の作成やスケジュール設定にかかる時間を短縮できます。この問題に対処
する簡単な方法の 1 つは、 Kubernetes を使用してサイズを変更することでボリュームを拡張することで
す。もう 1 つの方法は、不要になった Snapshot を削除することです。Kubernetesで作成されたボリュー
ムSnapshotを削除すると、Tridentは関連付けられているONTAP Snapshotを削除します。Kubernetes で
作成されていない ONTAP スナップショットも削除できます。

Tridentでは、ボリュームSnapshotを使用して新しいPVSを作成できます。これらの Snapshot から PVS を作
成するには、サポート対象の ONTAP および CVS バックエンドに対して FlexClone テクノロジを使用しま
す。SnapshotからPVを作成する場合、元のボリュームはSnapshotの親ボリュームのFlexCloneになります。
`solidfire-san`ドライバは、Elementソフトウェアのボリュームクローンを使用してSnapshotからPVSを作成し
ます。ここで、 Element Snapshot からクローンを作成します。

仮想プール

仮想プールは、TridentストレージバックエンドとKubernetesの間の抽象化レイヤを提供

します StorageClasses。管理者は、必要な基準を満たすために使用する物理バック
エンド、バックエンドプール、またはバックエンドタイプを指定することなく、バック
エンドに依存しない共通の方法で、各バックエンドの場所、パフォーマンス、保護など
の側面を定義でき `StorageClass`ます。

仮想プールについて説明します

ストレージ管理者は、任意のTridentバックエンド上の仮想プールをJSONまたはYAML定義ファイルで定義で
きます。
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仮想プールリストの外部で指定されたすべての要素はバックエンドにグローバルであり、すべての仮想プール
に適用されます。一方、各仮想プールは、 1 つまたは複数の要素を個別に指定できます（バックエンドグロ
ーバルな要素を上書きします）。

• 仮想プールを定義する場合は、バックエンド定義内の既存の仮想プールの順序を変更しな
いでください。

• 既存の仮想プールの属性を変更しないことをお勧めします。変更を行うには、新しい仮想
プールを定義する必要があります。

ほとんどの項目はバックエンド固有の用語で指定されます。重要なことに、アスペクト値はバックエンドのド

ライバの外部に公開されず、での照合に使用できません StorageClasses。代わりに、管理者は仮想プール
ごとに1つ以上のラベルを定義します。各ラベルはキー：値のペアで、ラベルは一意のバックエンド間で共通
です。側面と同様に、ラベルはプールごとに指定することも、バックエンドに対してグローバルに指定するこ
ともできます。名前と値があらかじめ定義されている側面とは異なり、管理者は必要に応じてラベルキーと値
を定義する完全な裁量を持っています。ストレージ管理者は、仮想プールごとにラベルを定義したり、ボリュ
ームをラベルでグループ化したりできます。

は StorageClass、セレクタパラメータ内のラベルを参照して、使用する仮想プールを識別します。仮想プ
ールセレクタでは、次の演算子がサポートされます。

運用者 例 プールのラベル値は次のとおりです。

= パフォーマンス = プレミアム 一致

!= パフォーマンス！ = 非常に優れてい
ます

一致しません

in 場所（東部、西部） 値のセットに含まれています
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運用者 例 プールのラベル値は次のとおりです。

notin パフォーマンス記名（シルバー、ブ
ロンズ）

値のセットに含まれていません

<key> 保護 任意の値で存在します

!<key> !保護 存在しません

ボリュームアクセスグループ

Tridentの使用方法の詳細については、こちらをご覧 "ボリュームアクセスグループ"くだ
さい。

CHAP を使用する場合は、このセクションを無視してください。 CHAP では、管理を簡易化
し、以下に説明する拡張の制限を回避することが推奨されます。また、TridentをCSIモードで
使用している場合は、このセクションを無視してかまいません。Tridentは、拡張CSIプロビジ
ョニングツールとしてインストールされている場合にCHAPを使用します。

ボリュームアクセスグループについて学習する

Tridentでは、ボリュームアクセスグループを使用して、プロビジョニングするボリュームへのアクセスを制御
できます。CHAPが無効な場合は、構成で1つ以上のアクセスグループIDを指定しないかぎり、というアクセ
スグループが検索され `trident`ます。

Tridentは、新しいボリュームを設定済みのアクセスグループに関連付けますが、アクセスグループ自体の作成
や管理は行いません。アクセスグループは、ストレージバックエンドをTridentに追加する前に存在している必
要があります。また、そのバックエンドでプロビジョニングされるボリュームをマウントできる可能性があ
るKubernetesクラスタ内のすべてのノードのiSCSI IQNが含まれている必要があります。ほとんどのインスト
ール環境では、クラスタ内のすべてのワーカーノードがこれに含まれます。

Kubernetes クラスタに 64 個を超えるノードがある場合は、複数のアクセスグループを使用する必要がありま
す。各アクセスグループには最大 64 個の IQN を含めることができ、各ボリュームは 4 つのアクセスグルー
プに属することができます。最大 4 つのアクセスグループを設定すると、クラスタ内の任意のノードから最
大 256 ノードのサイズのすべてのボリュームにアクセスできるようになります。ボリュームアクセスグルー
プの最新の制限については、を参照してください "ここをクリック"。

デフォルトのアクセスグループを使用しているアクセスグループから他のアクセスグループを使用しているア
クセスグループに設定を変更する場合 `trident`は、リストにアクセスグループのIDを含め `trident`ます。
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NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。
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